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教育のオープン化

ー Much of the interes.ng and innova.ve ac.vity in  
higher ed happens around the concept of openness. 

⾼等教育における興味深く⾰新的な活動の多くは
「オープン」の概念の周りで起こっている
• Mar$n Weller (Professor, Open University, UK)

A journey through open educa$on – The Ed Techie 
hCp://blog.edtechie.net/ou/a-journey-through-open-
educa$on/



OER : open education for inclusive 
learning
• Open Textbook（オープン教科書）の⼤規模導⼊
• ⼤学間連携（連邦政府，寄付財団⽀援）による

OER Degreeの開発提供
• 教育機会の均等化を

達成するための
教育コンテンツ

4https://www.insidehighered.com/digital-learning/article/2018/01/10/finding-oer-remains-challenging-
solutions-abound



MOOC : open, but paid service

• MOOCの開講による⾼等教育のショーケース
• MOOC Degree（MOOCを使った学位

プログラム）の拡充
• 実務家教育への利⽤

5h<ps://www.class-central.com/report/mooc-stats-2018/



⽶国におけるMOOC＋LAの普及

• 有料講座に変わりつつあるグローバルMOOC
• コンテンツ閲覧は無料、能⼒認定有料（修了証）
• コンテンツ閲覧から有料（Coursera）

• LA（ラーニング・アナリティクス）による
教育の質向上
• 単位を落としそうな学⽣(at-risk student)の発⾒
• パーソナライズド学習の普及

• EdTech企業によるコンテンツ・プラットフォームの
ビジネス化



EUにおけるオープンエデュケーション

①包摂と平等（Inclusive and equitable）
• あらゆる⼈々を受け⼊れる教育と⽣涯教育へのアクセ

スを拡張
②教師と⽣徒の学習機会
• 教材基盤としてのOER

③デジタル社会に⼗全に
関わる知識の普及
• デジタルリテラシーへの

注⼒
Open Education and OER (ALT)
https://www.alt.ac.uk/news/all_news
/open-education-and-oer-guide-and-
call-action-policy-makers



SDGs（持続可能な開発⽬標）
Sustainable Development Goals

• 国連開発計画(UNDP)により策定
• 4つ⽬の⽬標「Quality Education」

持続可能な開発⽬標（SDGs） | 国連開発
計画（UNDP）
hFp://www.jp.undp.org/content/tokyo/ja/h
ome/sdg/post-2015-development-
agenda.html



オープンエデュケーションの意義
• 教材共有
• 教育の機会均等に貢献（国際教育協⼒）
• OERの再利⽤（リユース）による多様化

• 教育改善
• OERを教育現場で活⽤
• OER, MOOCを⽤いたブレンド型学習

• ⽣涯学習
• 広く⼀般に向けた学習機会の提供(リカレント教育)
• Coursera, edX, FutureLearn, JMOOC…

オープンエデュケーション：開かれた教育が変える⾼等教育と⽣涯学習
https://www.jstage.jst.go.jp/article/johokanri/59/1/59_3/_html/-char/ja



コロナ対応✖ OER
北海道⼤学の事例



北海道⼤学のICT活⽤教育 推進体制

• ICTインフラ⾯：情報基盤センター
• ICT教育⽀援⾯：⾼等教育推進機構 オープンエ

デュケーションセンター
• 全学的なオープン教材（OER：Open Educational 

Resources）を活⽤した教育・学習⽀援を実施（eラー
ニング部⾨）
• OERに関する研究開発を推進（eラーニング部⾨）
• 科学技術コミュニケーション教育研究（CoSTEP部⾨）
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オープンエデュケーションセンターの取組

• 「教育改善」のためのICT活⽤教育の導⼊と
オープン化
• 学内教育改善のためのOER開発、授業⽀援
• プラットフォーム構築、LAツール開発
• 国際化と広報のためのMOOCとOCW
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全学的なオンライン授業実施への対応

• 教職員と学⽣に向けた情報提供
• 「オンライン授業導⼊ガイド」の公開（4/8〜）
• 教職員と学⽣向け
• オンライン授業についての考え⽅の整理とtipsの提供

• ウェビナーの開催
• 「オンライン授業検討会」毎週1,2回の定期開催
• 累計で1800⼈以上が参加

• 同時配信授業の⽀援
• 医学部における遠隔授業の実施⽀援（2〜4年⽣）



オンライン授業導⼊ガイドの公開

https://sites.google.com/huoec.jp/onlinelecture/

https://sites.google.com/huoec.jp/onlinelecture/


オンライン授業実施のためのOER開発

• CC-BY-NC 4.0で公開
• コンテンツ⼀覧
• オンライン授業とは
• オンライン授業の種類（同期型・⾮同期型）
• 学⽣向け情報（オンライン授業の受講⽅法）
• LMSの案内と機能，稼働状況
• 著作物の扱いに関する情報提供
• リソース集



オンライン授業導⼊ガイド 運⽤状況

• 18万ページビュー、14万⼈の訪問

• 検討会の開催概要・配布資料・録画映像の公開

• FAQの更新（約300件）
• 寄せられた質問に対する回答の掲⽰（随時更新中）

• 全学LMSの稼働状況を掲載（随時更新中）

• 英語版の公開、FAQ公開



今後に向けて
• オンライン授業に関する知恵とノウハウを迅速に

共有することができた
• 他⼤学からの利⽤もあり
• ポータル等へのリンク掲載

• コロナ禍は⼤学間コンテンツを共有する契機に？
• 実際は、オンライン授業対応のために各⼤学が独⾃の

コンテンツを開発した（⼀部では⼀般公開）
• 内容は似たり寄ったり

• ⼤学ごとのツールやLMSの違い、ポリシーの異なりな
ど、共通化できる部分が少なかった？
• 授業におけるコンテンツ共有にもあてはまる課題



リカレント教育✖ MOOC
地⽅創⽣カレッジの事例



リカレント教育と
オープンエデュケーション
• リカレント教育とは（※）

• 学校教育を⽣涯にわたって分散させようとする理念
• 「職業上必要な知識・技術」を修得するために、フル

タイムの就学と、フルタイムの就職を繰り返す
• ⽇本の場合はまれ（⻑期雇⽤）

• オープンエデュケーションとの親和性
• 就業しながら学ぶことができる利便性
• ⾃らのキャリア形成に近いものを容易に選択

• 「プレビュー」が容易（合わなければ受講を⽌める）
• 能⼒証明を受けられる（MOOC認定証）

※https://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpad199501/hpad199501_2_093.html



海外の事例
COL-Coursera Workforce Recovery 
Programme
• 政府間組織

Commonwealth of Learning
がCourseraと連携
• コロナ禍の間に雇⽤を得
るためのスキルを取得す
るMOOCを無料で受講
• ヘルプデスクがコース選
択の補助やカウンセリン
グを実施



地⽅創⽣
カレッジ

• 内閣府事業
• 2016年度から継続
• 地⽅創⽣に関わる

⼈材をeラーニン
グで育成
• 150の講座
• 公認会計⼠の資格
更新講座に

https://chihousousei-college.jp



コミュニティ運営「連携・共有ひろば」



実施体制

• プラット
フォームの
提供

• 講座
コンテンツの
提供

• 公募実施⽀援
• 講座
コンテンツの
質管理

• 全体統括
• 講座提供
団体の公募

⽇本
⽣産性
本部

オープン
教育

研究所

gacco

Open 
Learning

講座提供

団体

内閣府



講座提供団体（例）
‣東洋⼤学PPP研究センター
‣京都アライアンス
(地域公共⼈材⼤学連携事業)

‣(公社)⽇本観光振興協会
‣(学)関⻄学院⼤学
‣(⼀財)地域活性機構
‣(特⾮)現代経営学研究所
‣ビジネス・ブレークスルー⼤学
‣(株)経営共創基盤
‣(⼀社)地域経営推進センター
‣(株)乃村⼯藝社
‣(学)先端教育機構・事業構想

⼤学院⼤学

‣(⼀社)クリエイティブタウン推進機構
‣NSG(新潟総合学園)グループ
‣(⼀財)地域活性化センター
‣(公財)⽇本⽣産性本部
‣(⼀社)⽇本ジビエ振興協会
‣⼤⽇本印刷（株）
‣⽣涯活躍のまち推進協議会
‣三菱UFJリサーチ&コンサルティング（株）
‣（株）つくばウエルネスリサーチ
‣筑波⼤学
‣（株）⽇経BP
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元年度事業の実施状況：受講状況【推移】
p ｅラーニングの受講者数は、開講後約１年（平成29年11⽉）で1万⼈を突破。
その後も順調に増加しており、令和元年11⽉には2万⼈を超え、令和2年5⽉末
時点で23,403⼈まで増加。
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23,403⼈

5⽉末
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元年度事業の実施状況：受講状況【属性①】
p 地域別では、概ね⼈⼝分布に準じて幅広い地域で受講されている。傾向は昨
年度と⽐較して変化はない。

p 職業別では、地⽅公務員が最も多いが、⺠間企業、⾦融機関等、教育学⽣育
関係もそれぞれ２割前後と相応の規模で受講されている。

p 年代別では、「20代」から「50代」までの現役世代を中⼼に幅広い層に万
遍なく受講されている。⼀⽅、「10代」や「60代以上」は拡⼤の余地。

＜地域別＞ ＜年代別＞

北海道

7%
東北

5%

関東

33%

甲信越

4%

東海

19%

北陸

2%

関西

16%

四国

3%

中国

4%

九州・ 沖縄

7%

海外0. 5％
10代

6%

20代

20%

30代

23%

40代

27%

50代

17%

60代以上

6%

（注）地域別、職業別、年代別ともに2年3⽉末時点

＜職業別＞

地方公務員

24%

民間企業

21%

金融機関等

18%

教員・ 学生他

16%

コンサル

タント

5%

その他公務員

4%

その他

11%
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元年度事業の実施状況：受講状況【属性②】

＜職業別推移＞＜地域別推移＞

p 地域別の推移をみると、関東圏をはじめ三⼤都市圏の受講者数が多いが、
地⽅圏も含め年を追うごとに順調に受講者が拡⼤している。

p 職業別には、地⽅公務員が最多ながら、⾦融機関や教育・学⽣も着実に伸
びている。

（注）令和元年度から名寄せによる精査を⾏ったため前年度までと段差が⽣じている。
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（注）2020年5⽉末時点

分野 講座数 構成⽐ 受講者数
（延べ）

構成⽐ 満⾜度
（５満点）

「満⾜」の回答が多い講座

全講座 177 ─ 107,576 ─ ― ―

基
盤
編

概論 27 15% 21,964 20% 4.05 “⽇本の解決策”⾥⼭資本主義

データ分析・戦略の
検討 13 7% 11,750 11% 4.10 効果的なプロモーションのための

ソーシャルメディア活⽤基礎講座

事業化・事業推進 26 15% 15,046 14% 4.13 イノベーション【地域創⽣⼊⾨】

官⺠の連携 9 5% 6,285 6% 3.99 企業会計と⾮営利会計

その他 29 16% 14,268 13% 4.13 ⼈と組織の可能性を開くコーチン
グ実践講座

専
⾨
編

総合プロデュー
サー︓概論 11 6% 6,486 6% 4.30 ⾦融機関による⼈材紹介事業を通

じた中⼩企業の活性化

総合プロデュー
サー︓戦略の事業化 10 6% 3,721 3% 4.08 地域にも企業にもメリットのある

インターンシップとは

分野別プロデュー
サー︓観光・DMO 20 11% 12,990 12% 4.03 インバウンドの対応

分野別プロデュー
サー︓その他の分野 24 14% 10,312 10% 4.06 まちのへそから始まる地⽅創⽣:基

礎1クリエイティブタウンとは

地域コニュニティ―
リーダー 8 5% 4,754 4% 4.12 ⾮主流でいく！地域と外部⼈材を

活かした地域振興

元年度事業の実施状況︓受講アンケート結果



総括：オープンエデュケーションの
可能性と課題
•可能性：柔軟な学習機会の提供
• 要望を受けた迅速なコンテンツ開発・提供
• リカレント教育との親和性が⾼い課題
• 学習履歴データを受けた開発・改善

•課題：⾃律分散による開発利⽤の弱点
• コンテンツの共有・共同開発の困難さ
• スケールメリットを活かすためのイニシアチブ

•課題：雇⽤との接続
• 能⼒証明の実効性を⾼める
• 公的な資格等との接続も考慮する


